
令和７年度　学校自己・関係者評価システムシート（私立栄東中学校）
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＊重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目(年度達成目標を意味する)は複数設定可。

＊番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

番号

　 　

目指す学校像
　建学の精神「人間是宝」、校訓「今日学べ」のもと、豊かな人間形成と確かな学力を育成する。また、生徒一
人ひとりの充実した学校生活と進路希望実現を目指し、生徒、保護者の期待に応える進路指導の在り方を実践す
る。

４．本校の教育活動を生徒、保護者および、受験志願者、地域住民に対し、幅広く広報し、情報提供を行う。

学校自己評価 学校関係者評価
年度目標 年度評価 書面での回答

重点目標

１．平素の授業を大切にして意欲的に学習に取り組む姿勢を育むとともに、学力の向上および将来の進路希
　　望を実現させるための進路プログラムの充実を図る。 達

成
度

ほぼ達成　（8割以上）

学校関係者　　８名概ね達成　（6割以上）

２．横断的な学習を通して、問題発見力や課題解決力、論理的思考力を培う。 変化の兆し（4割以上）

３．部活動や学校行事等を通して、個性を尊重し合う心と、さまざまな問題を深く捉えていく態度を育てる。 不十分　　（4割未満）

次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価

1

・基礎学力の確実な定着を図る
　とともに、言語能力や論理的
　思考力の育成を重視した教育
　を推進する。
・教員が専門性の向上に努め、
　生徒の主体的・協働的な学習
　態度を育成する。
・教科横断的な学びや探究的な
　学習を通して、多角的な視野
　と課題解決能力を育む。
・ICT機器や1人1台端末を活用
　し、学習活動の質の向上を図
　る。
・将来の進路や職業観の形成を
　見据えた体系的な進路指導・
　キャリア教育を推進する。

・基礎学力の定着と応
　用力・実践力の向上
・学習指導計画に基づ
　く教科指導の充実
・教員の資質向上と主
　体的・協働的な学習
　意欲の高揚
・教科横断的・探究的
　な学習活動の推進
・ICT教育への対応と
　活用力の育成
・系統的な進路指導お
　よびキャリア教育

・学習指導要領およびスクール
　ミッション・スクールポリ
　シーの理解と実践
・主体的・対話的で深い学びを
　意識した授業改善の推進
・教員の教科指導力向上のため
　の研究授業・研修の充実
・学年会・教科会を通じた指導
　内容の共有と授業改善
・進路指導会議の充実
・進路学習プログラムおよび進
　路ガイダンスの実施
・二者面談・三者面談による進
　路相談の充実
・ICT機器や1人1台端末を活用
　した学習活動の推進

・授業改善の取組により、生徒
　の学習意欲を高め、基礎学力
　の定着と応用力の向上が図ら
　れたか。
・組織的な進路指導を通して、
　生徒が将来像や進路目標を主
　体的に考える機会を提供でき
　たか。
・1人1台端末を活用し、個別最
　適化された学びおよび協働的
　な学習活動を実践できたか。
・生徒・保護者・社会のニーズ
　を踏まえた教育活動の改善が
　図られたか。
・教員の授業力向上および指導
　体制の充実が図られたか。

・基礎学力が定着し、多くの生
　徒において学力向上や学習習
　慣の形成が見られた。
・教科横断的・探究的な学びを
　通して、生徒の思考力や将来
　を考える力を育成できた。
・ICTの活用が進み、主体的・協
　働的な学びの基盤が整いつつ
　ある。
・教員間の情報共有を通して、
　授業力の向上や指導体制の構
　築が図られた。

B

・教科横断的・主体的・対話的
　な学びの更なる充実に向け、
　指導体制を強化する。
・ICTの効果的な活用方法につい
　て研修を進め、学力の向上に
　つなげる。
・基礎学力の定着を土台に、応
　用力・実践力の育成を一層強
　化する。
・教科内外の連携や研修機会の
　充実を図り、教員の指導力向
　上を目指す。

現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度

・中学段階で必要となる学習習慣の定
　着や将来の進路に繋がる学力形成に
　向けた丁寧な指導が評価できる。
・定期考査の分析に基づいたきめ細か
　な補習・個別指導が行われていた。
・思考力、応用力を更に伸ばす為の発
　典的な課題や記述型の指導が充実す
　ればより一層の学力向上に繋がると
　期待する。
・ICT機器を使用した学習活動について
　は現在の教育に必要不可欠なもので
　あり、より効果的な活用方法を随時
　共有することが期待される。
・定期的な二者・三者面談を行い、将
　来を見据えた進路指導の実現が図ら
　れていた。

2

・アクティブ・ラーニングや探
  究活動を通して問題発見力・
  課題解決力を養成し、グルー
  プ討議、発表等を実施する。
・生徒の主体的な学びを引き出
  し、またさらなる高揚を図
  る。
・校外学習や修学旅行、語学研
  修を通して、国際理解教育を
　推進する。
・情報活用能力（情報モラルを
　含む）の育成に努めている。

・適切な課題設定
・各種プログラムの効
　果測定
・生徒の意欲的な取り
　組み状況と成果物に
　対するフィードバッ
　ク
・校外学習や宿泊研修
　の事前研究や事後の
　発表等の取り組み状
　況

・問題や課題を発見し、その解
　決に至るまでのプロセスを協
　働的に思考させる
・生徒の成長を見据えた探究活
　動の長期的計画
・生徒の豊かな発想を引き出す
　ための助言指導
・校外学習や宿泊研修の事前研
　究や事後の発表等の充実

・魅力あるプログラムとなって
　いたか。
・生徒が主体的かつ意欲的に取
　り組んだか。
・校外学習や修学旅行のレポー
　ト内容が充実したものであっ
　たか。
・ICTを活用した協働的な学び
　を実践できたか。
・スクールミッション、スクー
　ルポリシーに沿った内容なっ
　ていたか。

・探究活動において、生徒は概
　ね主体的かつ意欲的に取り組
　み、充実した学びにつながっ
　ていた。
・各学年毎に課題設定やプログ
　ラムが整備され、探究的な学
　びを推進することができてい
　た。
・探究活動やICTを活用した協働
　的な学びが充実し、表現力や
　思考力の育成に寄与してい
　た。

B

・学習時間を確保し、活動内容
　を精選することで、より質の
　高い探究活動を実現する。
・中1～高3までの6ヵ年を見通し
　た一貫したカリキュラムを構
　築し、発達段階に応じた主体
　性の育成を段階的に進める。
・主体的かつ意欲的なプログラ
　ムを充実させ、学びの質と参
　加度を高める。

・課題を見つけ、考え、発信する力を
　育てることは大変重要であり、今後
　の学力向上や人間的成長にも繋がる
　ものと感じる。
・探究活動やICTを活用する学習機会が
　提供され、質の高い学習環境が提供
　されていた。
・探究活動を通して自主性や思考力を
　高めることで更に興味を深め、人間
　的な成長と共に、楽しみながら学習
　に取り組めている。
・今後、活動内容をさらに精選し、生
　徒の主体性を段階的に高めるプログ
　ラムの充実に努めてほしい。

・HPやSNSを活用した継続的かつ
　迅速な情報発信により、学校
　の教育活動を内外に効果的に
　伝えることができた。
・学校説明会や入試広報活動の
　充実により、多くの受験生・
　保護者の関心を集め、安定し
　た志願者数の確保と学校の認
　知向上につながった。
・Classiの活用により保護者と
　の連携や情報共有が進み、業
　務効率化やコミュニケーショ
　ンの円滑化に寄与した。

A
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・学校生活を通して、豊かな人
　間形成を図り、心身の健全な
　育成に努めている。
・公共の場でのマナーや他者へ
　の思いやりや気遣いの心が持
　てるように継続的指導を徹底
　させる。
・給食を通して、食に対する正
　しい知識、マナーと食への関
　心の育成に努めている。
・挨拶を徹底させる。

・学校行事への取り組
　み状況
・部活動参加状況
・公共マナーの状況
・道徳教育の充実
・給食指導の充実
・挨拶の充実

・文化祭、体育祭等の学校行事
　の充実
・部活動への参加奨励
・生徒集会等における公共マナ
　ーの指導や講話による啓発
・「考える道徳」の実践
・食育指導の充実による偏食の
　改善、食に対する意識づけ、
　特色ある地域の食事を提供す
　ることによる関心の育成
・学校内での挨拶の実践

・学校行事に積極的かつ意欲的
　に取り組めたか。
・マナーを身につけ節度ある行
　動がとれたか。
・多様な価値観があることを理
　解し、道徳的価値について考
　えることができたか。
・給食を通して正しい食習慣や
　食事のマナー、食に対する興
　味・関心が身についたか。
・積極的に挨拶ができたか。

・学校行事に多くの生徒が意欲
　的に取り組み、行事を通して
　成長する姿が見られた。
・登下校時のマナーについて
　は、学校全体で指導し生徒の
　公共マナーへの意識の向上が
　進んでいる。
・挨拶の習慣や他者を思いやる
　意識は着実に育まれており、
　日常の中で定着しつつある。

4

・HPや説明会を通じて、本校の
　教育活動や生徒の活躍等の外
　部発信を行っている。
・海外帰国生入試を取り入れる
　など、生徒募集地域を広げて
　受験志願者数の増加に努めて
　いる。
・保護者に対しては、Classiを
　通して情報の提供をしてい
　る。

・HPやLINEの配信頻
　度、内容の充実度と
　LINEの登録者数
・入試説明会等募集広
　報活動の推進、動員
　状況
・受験志願者数
・Classiの活用状況

・学校情報の提供と内容の一層
　の充実
・学校説明会等の積極的な募集
　広報活動の推進
・AIを活用しスピーディーで多
　彩な情報発信を図る

・本校の教育活動や生徒の活躍
　等が内外に十分周知、理解さ
　れたか。
・説明会等の募集行事への動員
　が図られ、高い評価が得られ
　たか。
・志願者数を高水準で維持でき
　ているか。
・HPによる情報発信が効果的に
　行われたか。
・Classiの利用状況の増加が見
　られたか。

・HP・SNSを活用した情報発信の
　量と即時性を高め、保護者や
　受験生に学校の様子がより伝
　わる広報体制を強化する。
・発信内容を整理し、見やすく
　分かりやすい広報を継続して
　行う。
・入試広報部を中心に更なる募
　集広報の向上と安定的な志願
　者募集を行う。

・ICTを活用した情報発信や連絡体制は
　整備されており、保護者として安心
　して学校と連携できる環境が構築さ
　れていると感じる。
・入試説明会の丁寧な対応・教職員の
　動員はとても良いと感じている。
・外部発信力を高め「行きたい学校」
　としての地位の確立とさらなる受験
　者確保に努めてもらいたい。
・中学受験校としての注目度は年々高
　まる一方であり、SNSやHPを通じて効
　果的に学校の理念や魅力を積極的に
　伝えるPR力に期待したい。

B

・教職員間で生徒指導や道徳教
　育の方針を共有し、一貫した
　指導体制の確立を図る。
・登下校マナーや挨拶の習慣に
　ついて、教員からの積極的な
　声かけや継続的な指導を通し
　て改善を目指す。
・給食指導や校外マナーなどに
　ついて、教職員・保護者・関
　係者が連携し、感謝や社会性
　を育む指導を充実させる。

・学校行事や部活動に多くの生徒が意
　欲的に取り組み、協働性と豊かな人
　間性が育まれている様子が見られ
　る。
・これらの経験がどのように学びや自
　己成長に結びついているかを更に共
　有いただく事で教育的価値が一層明
　確になると考える。
・マナー、モラル、他者への思いや
　り、挨拶等は社会生活において必要
　な事項であり、引き続き指導をお願
　いしたい。


